
ルスノク次期政権が樹立するまで：

ネチャス首相辞任
内閣総辞職
（ §73(1) ）

首相候補者：
ニェムツォヴァー下院議長（ＯＤＳ）
（ＯＤＳによる指名，
ＴＯＰ０９，ＬＩＤＥＭが支持）
⇒現政権維持

専門家による暫定政権
２５日，ゼマン大統領はイジー・
ルスノク元財相を首相に任命。

ルスノク新首相経歴：

ゼマン政権で財務大臣，シュピドラ政権で
産業貿易大臣を歴任。ゼマン大統領の経済
顧問を務める。ＩＮＧ年金基金執行取締役。

ODS（＋現連立政党）
による首相指名
（ §68(2) ）

大統領による
首相指名
（ §68(2) ）

解散総選挙
（ §35(2) ）

現政権が支持

ゼマン大統領が支持

野党（ＣＳＳＤ，共産党，ＶＶ）が支持 1
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30日以内

出席議員の
過半数の同意が必要

１２０名の下院議員の発議に基づき，
大統領が解散

2013年7月2日
在チェコ日本国大使館

政務班

6月25日にゼマン大統領

により任命されたルスノ
ク新首相は２週間以内に

組閣したい旨言及。

政権樹立
この時点でネチャス内閣終了

6月17日，ネチャス首相は，側近の汚職容疑による逮捕事件を受けて，

総辞職しました。ここでは，総辞職を受けた次期暫定政権樹立プロセス
や，その他の起こりうるシナリオを説明します。



右派連立政党（計100議員）は
大統領案に反対を示しており，
信任が得られる見込みは薄い。
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今後想定されうるケース

現政権案：
ニェムツォヴァー下院議長が首相候補。
他方，第３回目のプロセスに至るまで，
どの程度の時間を要するかは不明。
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１２０名の下院議員の発議に基づき，
大統領が解散

信任が得られた場合
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信任が得られなかった場合
（ルスノク暫定政権はＢ首相率いる暫定
政権が樹立するまで，信任がないまま
存続。大統領が次の首相候補を任命す
るまでの期限は定められていないため，
ルスノク暫定政権を信任がないまま長期

化させることは理論上可能。）
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解散総選挙
（ §35(2) ）
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2014年5月実施の
下院選挙まで

ルスノク暫定内閣に
よる政権運営

2014年5月実施の下
院選挙まで

Ｂ首相率いる内閣に
よる政権運営
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信任が得られた場合

2014年5月実施
の下院選挙まで

ニェムツォヴァー
首相率いる内閣
による政権運営

政権連立３党は
ニェムツォヴァー下院議長を

首相とする案につき
101名の下院議員の署名を

既に集めているため
信任には問題なし。
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ケース①

ケース③

ケース②

ケース④

6/17 6/25 7月上旬頃

この時点で

ネチャス内閣終了

この時点で

ルスノク暫定内閣終了

この時点で

Ｂ首相率いる暫定内閣終了



関連憲法規定

ネチャス首相辞任
内閣総辞職
（ §73(1) ）

ODS（＋現連立政党）に
よる首相指名
（ §68(2) ）

大統領による首相指名
（ §68(2) ）

解散総選挙
（ §35(2) ）

§68(2):
大統領は，総理大臣を任命するとともに，その指名に基づき，その他の政府構成員を任命し，及び
それらの者が管轄の省庁及びその他の機関を統括することを認証する。
同(3):
政府は，任命後３０日以内に下院に出席し，その信任を求めなければならない。
同(4):
新たに任命された政府が下院の信任を得られなかったとき，第２項及び第３項の手続が引き続き行
われる。これにより任命された政府が再び下院の信任を得られなかったときは，大統領は，下院議
長の指名に基づき，総理大臣を任命する。

§35(2):
下院議員の定数の５分３の賛成の下，下院が大統領に解散を発議した
場合，大統領は下院を解散する。
§17(2):
下院が解散された場合，選挙は，解散の日より60日以内に実施されな
ければならない。

解散には１２０名の議員の賛成が必要。
野党議員数に鑑み，
与党の賛成が得られない限り可能性薄。
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首相の指名は現政権与党もしくは大統領が可能（信任の否決が２度繰り返され
た場合は下院議長が指名）。

任命は大統領が行うため，与党案・下院議長案の場合には大統領が同意する
必要あり。
任命後，下院の信任（出席議員の過半数）が必要。


